
紀伊水道域のマエソ属につレ｝て

（1）種類と名称静
多　　々　　良　　　　薫

（1）種　　　類

　マエソ属（8α卯弼α）は暖海性の底、魚でその分布範囲は日本の中部以南の滑岸、支那東海黄海，南支那海
　　　　　　　　　　　　　　　（1）、（2），（3），（4），（b）　矛＊
から印度洋に及ぶことが知られているo

　目本近海で見られるものは，（1）8α！or漁観♂os1襯酪　（Richaでd3Qn）　（2）8α％醐ααrgy70勉αηcs（Ric－

hardson）syn。8α瀦漁伽η轟魏（Blod1）　（3）δ1側r‘〔砒θlo卿伽（Tem了niack　etScklege1）の3種であ

って，支部東侮黄毎享D外洋てはST6嗣1齢魏が多く，瀬戸内侮等．背岸水域には8粥r漁撒房08卿酪，．
　　　　　　　　　　　　　　　（5）
S磁r漁諭孔卿αが多いo多々良（ig49）は支那東海の底晃漁場で漁獲されたS伽緬鵜五島近海で得た・9・

脇dOS2％ω痂S2－8・ε♂0ηワαごα瀬戸内海西部から得た8・θJo叩幽及び山陰措岸仙崎で得た8・8伽9α‘αについて

形態的特徴を調べ次の諸点を明かにした・即ち

学、　　名l
　　　　　　

8．鮎認os7％α痂s
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　而して3極は種々の形態的待色で判別出来るが，最も簡単で確実には背椎骨数を算定する事に依るとした。

その際調査した441尾の背椎骨数〔尾部棒状骨を算定せず，は1。1図の通りであり図の様に3種を分けたo
　　　　　（2）
　松原（『951）はこの3種について，外部形態、内部形態及び骨潴等について細密な調査を行い，側線鱗

数，背椎骨数7Predorsal　scales，py星Qric　c）eca，その他の特徴で判別出来るとした。而して8・冠励s2％一

α酪と8・伽皿梛は背椎骨数分布で必ずしも分離せず，側線鱗数では明らかに分離寸るとした。いずれにし

ても，この3種が形態的に類似している事は確かで特に，8・％裾鰐照湘と、8．ご『㈱碗は極めて類似点

が多い，そのため或る測定値のみを以て同定する場合は紛らわしい場合も起ると考えられるQ

　紀伊水道調査で195『年7月から1952年7月までに精密測定したマエソ属は総計9，903尾に上るが，その性

別，月別背椎骨数分布は『・［表の通りであり1・2図に棒状グラフで画いた。この調査では第2図で見る

様に背椎骨数50の個体は相対的に極めて少く全部を通じて9個体であったが，この判別には同時に漁獲され

た両魚種の背椎骨数の分布から明らかな場合があるし，叉』3図の様に背椎骨数と生殖腺重量の関係をプ

・ットして，例えば（a）は8・％翻osg照酪に（b）は8・ご脇醜に判別出来る場合もある。然し厳密さが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫）
　　　第1・3図　生殖腺重量と背椎骨数　　　要求される場合は松原に依るべきであろう。

　4ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1。1表からも分る様に調査した水域では8・
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ご脇6πが極めて少い事が分ると同時に，8鵡翻一

〇s卿α漁sでは先に調べた五島近海の資料の平均値

が，46・9個であるのと大体良く一致するが，8・

伽ηg畠‘αではモード58個の群のみで内海西部の群

と背椎骨数では伺じであることが分る。

この内海の群と五島近海で見られるモード63個の

群は明らかに地理的に隔離された種族と考えら

れるが，モード58個の種族を内海型，モード63個

の櫨族を五島型と呼ばうρ山口県仙崎で得た一尾

　　　　　　　　（2）
は58個であり，松原　が若狭湾の資料に依ったも

のも大体同じモードの群と考えられるので山陰滑

岸も内海型の櫨族が分布しているものと思われ

るo叉背椎骨数68個の1個体は昭和22年r2月4日

福岡港に入港した底曳漁船第3住吉丸が主に農林

漁区525区で操業した漁獲物の中から採集された

標本に依るものであるo然し525区は麦那東海で

最も陸地に遠い海域であり，＆4㎝gαごαの分布を

考えると525区で漁獲されたものとは思われな

いQ

　　鰐　45　46　〆74～4ヲ　’0　5’！　∫Z　タ」

　　　　背椎骨数
1952 6月r5日　徳島外域の資料による

　a　6月20日　刃b．3　播磨灘の標本

　b　6月15日　茄．4　紀伊水道の標本

　　（2）名　　稀

　　　日本で漁獲されるエソ類の殆んど90％近くは

　　乱伽㎜魏で主に麦那東海黄海底曳漁業で漁獲さ

　　れる・始めてマエソ属の資源について考察したの
　　　　　　　　（3）
　　は笠原（［948）であるが，その際笠原は支那東海

f〆　黄海で漁獲されるエソの学名を8側r曜ααrg解0－

　　p加ηesとし和名をマエソとしたoこの魚種が8α一

　　％磁αα7gヴropんαπ880f　Gけntherではなく　8α％r弼α

　　α7“解opんαη88（Richard3、）n）である事は明かで，
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8α伽漁ご襯醜（Bloch）と異名同一魚種である事も明かである。底曳漁業ではこの魚種をマエソと呼んで
　　　　　　　　　し8）
いる。日本産魚類図説の．PLATE22に依ると，和名マエソ学名8α蹴伽α？マyro悌απ68（Richardson）で

ありその記載は8α幅磁ご脇側（Bloch）syn・8α師面α7gッ70悌απ88（Ricbardson）と思われる。一方，日

本産魚類検索はマエソ属を前記3種に分類してあるが，記載は紛らはしい様でそれによる種の同定は困難の

様に思われる。＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
　：支那東海黄海のマエソ属の研究に際し多々良（1949）は　＆f馳m観（Bloch）の名称を笠原が用いた様に

マエソとし，その他＆窺屈ρ8g職痂sをホシエソ　8。e♂㎝gα伽をミツエソと呼んだo

　瀬戸内海のマェソ属の研究に禁いてもその名称を踏襲し，その同宗には主に背椎骨数に依った事は前述の

適りである。以上の学名と名称について表を作ると，次表の様になるo

学 名

日本産魚類図説
日本産魚類検索※（1）

笠　　原　　論　　文

支那東海黄海資源調査※ （2）

畜己　伊　水道域資2原詮周査

瀬戸内海西部（俗称）

8如溜α翻・8卿痂s
　（Richardson）

マ 工 ソ

ホ　　シ　　エ　　ソ

ホ　　シ　　エ　　ソ

　8α初磁α　‘％η36歪lr

　　（Bloch）
Syn・8・α7≦7ψρPんαπ88

　（Richardson）、

マ　　　　エ　　　　ソ

ワニエソ（新称）

マ

マ

マ

工

工

工

ソ

ソ

ソ

ガ　　ラ　　エ　　　ソ

　　8僧漁81㎝9α‘α・一

（Temm！nck，et　Schlege1）

ト　ガ　ゲ　エ　ソ

く　　ツ　　エ　　　ソ

ミ　　ツ　　エ　　　ソ

マ 工 ソ

（注意）※一（1）

　　　※一（2）

学名と和名を対応させた，記載については考慮していないo

西海区水研の報告の中でマエソSα画磁初回鰐脇痂sとなっているのは明かに8・臨m砿

Syn。＆αpg耀OPみαπ朗であろうo

杷の点は，松原195K2）で詳細な研究があることは前出の通りo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－55一
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Table　l3最右行

誤

　　ノペ
Scia　enidae

N蓋bea　aYgeRta　　a

　　　　　　〈r産卵群について

意味ずけ

1952－1月
　！951－6月

20謝も少さく分解した成分では，
　これほ更に　合月におい

Ei重5P　〈『
．『蓼麹に

〆
r
咳
果 の巾がみられるのとナ

　ム　　　　　　　　　　パ

遡臥鵡
反影

・福瞬墜，

ぢ1詞．8レ

磯～世L）3

’識貯範囲砺加る塑と’F’
皮影

．擁灘取上げたもの學r、

’鎌鱒巴鞭
　』諺予想貫れ垂発生後は…

．蒸譲雛　一

・麟讐灘警の検出吻
　∫・平均漁獲　数…

　　　　　ハ　妙くとも（Figi）にかがげた｝

a）月，。海区

、櫓群諺均遜が…

、局海区・

背鰭軟条数の一平均値

平均値ヵ曳25．5以＿L

未々の肇　．

季鰍、l　l
　！欄外）

　・体重による…

　（シ・グチr951年級’5ピ年1月）

竺る三と（Tablel2）

性比

γ

正

　Sciaenidae

　Nibea　argentata
　　　　　　　噌　　　

、　．

　産卵i群に影いて

　意昧づけ

　1952－3月・

　195i－l　l月

　20nm少ざくL分解した成碕では’

こ魂轄II・⊥脈紳
，Eig5

冬弊…．

　匹に変動巾力珂成みられるのζ，
　　びず　い　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　

判断し癒。

　反映

　個体遜き
βh？・ラ，工

GW！（Tみ）3

　可邸噂囲堕翻のとr
反墜　　、・

、r舞こ鞭上げ届鱒
7多様怪隼罵満度

　と予想登．れ発生後は…

，鷺篶誰包は．．．

　トル、

　平均漁獲尾数
　　　　一　トル

　「月海区」
、．魚群の均貿墜力｛…

　需海区」、

　背鰭軟条数の平均値

．平均値潜25、5以下

　夫々季

季節ド4和
｛轟翻月・騨6・7月は｝

　．・体長による…

　（沖グテ隔鞭’警明）
一作るとITablel2）

　涯「比
　9（％）
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…はじめに資料は…

最少限度21．凶

　一訂能精　も考えら

　　　　ハ形質の変異は

形質の変質の…

Nibをanibe士emmin6ketSch翌egel

　　　I952一し月・
　　　一；大阪鐙』

R＝0．3277十〇．014851、

平均をとると，　1で3．2mm

大体分離しているoるものと思われる

　（G。W／（T．L）3

360，　480，　400

　G．W　　　＿50．1　（TL）3

　G・W＝4．o
　（T・L）3

ロ相当数

郷繭の底曳纈業と其鞭

丁．＆S。

　ケ
尾鰭基部
長サ（f㎡）

最終輪（Vmax）

聖
マダイのSaock
I　OO♪　200，　200

15）満4才）

　（Forska1）

をm群とし，両群

　（雌雄が逆）

50～100％

7月になってだけが
聾（体長・体重の図の卵数の単笹はrO万）

その混合等に

9月12日，第四綱大阪湾…

Fig3イ末ダイの体長組成の分解

（Fig3）

…範囲が拡いためか…

・∴30～40mmに及び…

・・多いが・＿体長が100mmに…，

正

・・はじめの二資料は…

最少限度25．1～

一可能性からも考えら

形質は

形質の変異の…

Nibeanibe　（JordanetT血ompson）
　雄　1952－i月
　　　大阪湾
　雌
R＝1』1035十〇、297L

r星で3．2mm

大体分離しているものと思われる

G．w／（T、L）3×【06

360　　380　　400
　，　＿》

　G．W　　　　×106＝0．1
（T．互、）3

　G。W　　　　×106ロ4。0
〈T・L）輩，

I　l月に相当数

支那東海黄海の底曳網漁業≧其資源

（Temminck　eセScむlgel）

　　　　ケ
尾鰭叉部’（Fork　length）

長サ（rm）

最終輪（mfax）

Il．3　　　　　　　　　。

マダイのStock
’100，　2QO，　300

15（満4才）

　　　の　（Forskal）

をm群とし塗堕＝L月d堕）の両群

50－60％

7月になって雌だけが

その混合に

9月12日第四網2＿零阪湾1・・

Fig三
（Fig4）
…範囲が広いためか…

30～40mmに及ぶ…
・・多いが，屡次体長が100mmに撃

3




